
【掲載日】2012 年 1 月 20 日 

 
【学科別】知能機械工学科 

 
【タイトル】 
大学院理工学研究科博士前期課程１年（知能機械工学コース）の 
吉原直洋君，齋藤啓太君らが 
第 49 回燃焼シンポジウム『美しい炎』の写真展で 
「日本燃焼学会優秀作品賞」を受賞しました。 

 
【本文】 
 伊藤昭彦研究室所属の大学院理工学研究科博士前期課程１年（知能機械工学コース）の

吉原直洋君，齋藤啓太君らが第 49 回燃焼シンポジウム『美しい炎』の写真展で「日本燃焼

学会優秀作品賞」を受賞しました。 

 
受賞者：大学院理工学研究科博士前期課程１年 吉原直洋，齋藤啓太 伊藤昭彦教授 

 

 

 
 
 



火 
 プール火炎は，上方に伸びた火炎がくびれ，周囲空気の巻き込みによるきのこ状火炎が

形成され，離脱します。これを周期的に繰り返す puffing 現象が生じます。写真は，燃料

槽内径 56mm，燃料ヘキサンのプール火炎を 300fps で連続撮影したうちの 1 コマであり，

きのこ状火炎が離脱する瞬間をとらえたものです。火炎を対称にするため，周囲を直径

140mm の円筒状金網で囲い，周囲空気の乱れを抑えています。 
 「火」という漢字は，燃えあがる火の形を表した象形文字であることはよく知られてい

ます。大昔の人はこの一瞬をとらえて「火」をつくりだしたのではないでしょうか。 

 
Flame 
 Pool fire has a periodic oscillation called puffing, in which a flame becomes to be a 
neck flame upward from the fuel surface, a mushroom shaped flame produced by air 
entrainment appears above the neck flame, then it leaves. This image is one of 
photograph taken with the high speed camera at flame rate of 300fps for hexane pool 
fire having 56mm pan diameter. The photograph is the moment which the mushroom 
shaped flame breaks away. To suppress the disturbance of ambient air, pool fire was 
enclosed by a cylindrical metal mesh having 140mm diameter.<br> 
 It is well known a Chinese character “火” is the hieroglyph expressed the form of 

flame up. We imagine that ancient people might capture this moment and they created 
“火”. 

  



【掲載日】2012 年 1 月 30 日 

 
【学科別】地球環境学科，附属地震火山観測所 

 
【タイトル】 
『八甲田，岩木山 震災の影響は「すぐ噴火はない」』 
（地球環境学科 佐々木実講師，附属地震火山観測所 小菅正裕准教授） 

 
【本文】 
東奥こども新聞 2012 年 1 月 27 日（金）10 面掲載 

  





【掲載日】2012 年 4 月 9 日 

 
【学科別】物質創成科学科 

 
【タイトル】 
北川文彦准教授が日本分析化学会の欧文誌の 
「Analytical Sciences Hot Article Award」を受賞しました。 

 
【本文】 
受賞論文：Kitagawa, F.; Kawai, T.; Sueyoshi, K.; Otsuka, K.: Recent progress of on-line 

sample preconcentration techniques in microchip electrophoresis, Anal. Sci. 2012, 28, 
85-93. 
http://www.jsac.or.jp/analsci/toc.php/28/2/ 
  



【掲載日】2012 年 4 月 11 日 

 
【学科別】地球環境学科 

 
【タイトル】 
『ヤマセ実態解明へ』（地球環境学科 児玉安正准教授） 

 
【本文】 
陸奥新報 2012 年 3 月 30 日（金）3 面掲載 

  





【掲載日】2012 年 5 月 1 日 

 
【学科別】知能機械工学科 

 
【タイトル】 
『リモコンや車の振動で発電』『「振動発電」で実証実験成功』 
（知能機械工学科 古屋泰文教授） 

 
【本文】 
東奥日報 2012 年 4 月 25 日（水）1 面掲載 
陸奥新報 2012 年 4 月 25 日（水）3 面掲載 

  







【掲載日】2012 年 5 月 9 日 

 
【学科別】知能機械工学科 

 
【タイトル】 
『完成！寒冷地 EV』（知能機械工学科 古屋泰文教授） 

 
【本文】 
陸奥新報 2012 年 5 月 4 日（金）5 面掲載 

  





【掲載日】2012 年 5 月 10 日 

 
【学科別】知能機械工学科 

 
【タイトル】 
『振動発電 従来品の 2.5 倍 新合金』（知能機械工学科 古屋泰文教授） 

 
【本文】 
朝日新聞 2012 年 4 月 25 日（水）掲載 

  



【掲載日】2012 年 5 月 18 日 

 
【学科別】地球環境学科 

 
【タイトル】 
『巨大地震「大すべり」，本県東方沖なら 津波 最大 20 メートル超も』 
（地球環境学科 佐藤魂夫教授） 

 
【本文】 
東奥日報 2012 年 5 月 17 日（木）21 面掲載 

  





【掲載日】2012 年 5 月 31 日 

 
【学科別】知能機械工学科 

 
【タイトル】 
大学院博士前期課程２年（知能機械工学コース）の木村一星君と齊藤玄敏准教授が 
日本リモートセンシング学会で優秀論文発表賞を受賞しました。 

 
【本文】 

賞の名称： 日本リモートセンシング学会 優秀論文発表賞 

論文題目： 位相限定相関法による衛星画像の位置ずれ補正の高精度化 

著者： 木村一星（博士前期課程知能機械工学コース二年） 
齊藤玄敏（知能機械工学科 准教授） 

 
  



【掲載日】2012 年 6 月 1 日 

 
【学科別】附属地震火山観測所 

 
【タイトル】 
『1 週間は余震警戒』（附属地震火山観測所 小菅正裕准教授） 

 
【本文】 
東奥日報 2012 年 5 月 24 日（木）夕刊 3 面掲載 

  





【掲載日】2012 年 6 月 6 日 

 
【学科別】地球環境学科 

 
【タイトル】 
大学院博士前期課程（地球環境学コース）2 年生の 
佐藤和敏君の北極海科学に関する研究論文が 
Geophys. Res. Lett. 誌に掲載されました。 
本論文は Nature Geoscience2012 年 6 月号で， 
リサーチハイライトとして紹介されました。 

 
  



【掲載日】2012 年 6 月 20 日 

 
【学科別】附属地震火山観測所 

 
【タイトル】 
『横ずれ断層型が増加』（附属地震火山観測所 小菅正裕准教授） 

 
【本文】 
朝日新聞（青森版） 2012 年 6 月 17 日（日）掲載 

  



【掲載日】2012 年 8 月 9 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
鷺坂将伸助教らの研究プロジェクトが 
日本学術振興会の多国間国際研究協力事業に採択されました。 

 
【本文】 
独立行政法人日本学術振興会のボトムアップ型国際共同研究事業 
「多国間国際共同研究事業(G8 Research Councils Initiative)」 

 
研究プロジェクトタイトル： 

 New Low Surface Energy Materials 
 
研究チーム： 
 英国ブリストル大学化学学校 Prof. Julian Eastoe (代表)，仏国ニース大学科学部 Prof. 
Frederic Guittard，弘前大学大学院理工学研究科鷺坂将伸 

 
研究期間： 
 平成 24 年 10 月から 3 年間 

  



【掲載日】2012 年 8 月 10 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
『弘大と東北化学薬品の新液晶 台湾技術院と研究』 
（物質創成化学科 吉澤教授） 

 
【本文】 
陸奥新報 2012 年 8 月 7 日（火）1 面掲載 
朝日新聞 2012 年 8 月 9 日（木）青森版掲載 
東奥日報 2012 年 8 月 7 日（火）21 面掲載 

  







【掲載日】2012 年 8 月 30 日 

 
【学科別】知能機械工学科 

 
【タイトル】 
大学院博士前期課程 2 年（知能機械工学コース）の 
後藤博哉君（佐川研究室所属）が， 
計測自動制御学会東北支部で優秀発表奨励賞を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：優秀発表奨励賞 
受賞者：後藤博哉（知能機械工学コース M2） 
発表題目：PID 制御則を利用した立位姿勢制御能力の評価 
学会名：2012 年度第 273 回計測自動制御学会東北支部研究集会 
受賞日：2012 年 7 月 19 日  



【掲載日】2012 年 9 月 10 日 

 
【学科別】電子情報工学科 

 
【タイトル】 
電子情報工学科４年生の森健君と蝦名啓佑君が 
平成２４年電気学会電子・情報・システム部門大会の 
優秀ポスター賞を受賞しました。 

 
【本文】 

大会名： 平成２４年電気学会電子・情報・システム部門大会 

賞の名称： 部門大会 優秀ポスター賞 

受賞者(題目)： 森健(インバータ遅延ばらつきのモデリング) 

 蝦名啓佑(エレクトロマイグレーションを考慮した LSI 設計手法) 

 
  



【掲載日】2012 年 9 月 12 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
吉澤篤教授が，「多彩な形の分子が作り出す新しい液晶の世界の研究」により， 
2012 年度日本液晶学会業績賞（学術部門）を受賞しました（2012 年 9 月 6 日）。 

 
【本文】 

大会名 ： 日本液晶学会 

賞の名称 ： 業績賞 

受賞者 ： 吉澤 篤（弘前大学大学院理工学研究科長） 

受賞題目 ： 多彩な形の分子が作り出す新しい液晶の世界の研究

受賞日 ： ２０１２年９月６日(木) 

 

 

  



【掲載日】2012 年 9 月 18 日 

 
【学科別】地球環境学科 

 
【タイトル】 
『弘前で自然災害学会フォーラム』『弘大で自然災害フォーラム』 
（地球環境学科 佐藤教授） 

 
【本文】 
陸奥新報 2012 年 9 月 18 日（火）2 面掲載 
東奥日報 2012 年 9 月 18 日（火）14 面掲載 

  







【掲載日】2012 年 9 月 21 日 

 
【学科別】地球環境学科 

 
【タイトル】 
『三沢の津波被害 海岸林幅が影響』（地球環境学科 片岡准教授） 

 
【本文】 
東奥日報 2012 年 9 月 20 日（木）18 面掲載 

  





【掲載日】2012 年 10 月 18 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
大学院博士前期課程２年（物質創成化学コース）の小橋力也君が 
「平成 24 年度化学系学協会東北大会」で優秀ポスター賞を受賞しました。 

 
【本文】 
伊東俊二研究室所属の大学院博士前期課程 2 年（物質創成科学コース）の小橋力也君が，

本年 9 月 15 日（土）～16 日（日）に秋田大学（秋田県）で開催された「平成 24 年度化学

系学協会東北大会」（日本化学会東北支部他共催）で優秀ポスター賞を受賞しました。 

 

*大会名： 平成 24 年度化学系学協会東北大会（日本化学会東北支部他共催） 

*賞の名称： 優秀ポスター賞（有機化学分野） 

*受賞者： 弘前大学大学院理工学研究科博士前期課程２年 小橋力也 

*題 目： アズレンの特性を利用した熱・電子応答機能分子の合成と性質 

 
  



【掲載日】2012 年 10 月 19 日 

 
【学科別】物質創成化学科 

 
【タイトル】 
大学院博士前期課程物質創成化学コースの丹野寿則君が 
「平成 24 年度化学系学協会東北大会」で優秀ポスター賞を受賞しました。 

 
【本文】 
大学院博士前期課程物質創成化学コースの丹野寿則君（阿部研究室所属）が，本年 9 月 15
日（土）～16 日（日）に秋田大学で開催された「平成 24 年度化学系学協会東北大会」（日

本化学会東北支部他共催）で優秀ポスター賞を受賞しました。 

 

*大会名 ： 平成 24 年度化学系学協会東北大会（日本化学会東北支部他共催） 

*賞の名称： 優秀ポスター賞（電気化学分野） 

*受賞者 ： 弘前大学大学院理工学研究科博士前期課程２年 丹野寿則 

*発表題目： 「ウィスカー構造の形成に起因したペリレン誘導体／フタロシアニン系光ア

ノードの高出力化」 

 
  



【掲載日】2012 年 11 月 1 日 

 
【学科別】知能機械工学科 

 
【タイトル】 
『弘大など振動発電研究グループ タイヤ情報 即時解析』 
（知能機械工学科 古屋教授） 

 
【本文】 
陸奥新報 2012 年 11 月 1 日（木）2 面掲載 

  





【掲載日】2012 年 11 月 15 日 

 
【学科別】地球環境学科 

 
【タイトル】 
『東日本大震災「大すべり」領域 プレート間固着弱く』 
（地球環境学科 佐藤教授） 

 
【本文】 
東奥日報 2012 年 11 月 13 日（火）19 面掲載  





【掲載日】2012 年 11 月 27 日 

 
【学科別】物理科学科 

 
【タイトル】 
『一般相対性理論修正する重力理論 弘大院生ら検証方法考案』 
（大学院博士前期課程 2 年 大河原広樹さん， 
大学院博士後期課程 1 年 山田慧生さん， 
物理科学科 浅田教授） 

 
【本文】 
東奥日報 2012 年 11 月 23 日（金）20 面掲載 
朝日新聞（全国版） 2012 年 11 月 29 日（木）掲載 
陸奥新報 2012 年 11 月 23 日（金）2 面掲載 
デーリー東北 2012 年 11 月 23 日（金）22 面掲載 
毎日新聞 2012 年 11 月 23 日（金）19 面掲載 
その他，2012 年 11 月 24 日（土）日本経済新聞(全国版の社会面)に掲載されました。 

  









【掲載日】2012 年 12 月 21 日 

 
【学科別】附属地震火山観測所 

 
【タイトル】 
『安全性の再評価重要-東北・専門家の見方-下北半島詳細調査を』（附属地震火山観測所 小
菅正裕准教授） 

 
【本文】 
河北新報 2012 年 12 月 21 日（金）総合面 掲載 

  



【掲載日】2012 年 12 月 26 日 

 
【学科別】知能機械工学科 

 
【タイトル】 
大学院博士前期課程 2 年（知能機械工学コース）の 
榎本祐二君（佐藤裕之研究室所属）が， 
日本金属学会東北支部研究発表大会で金賞(1 位)を受賞しました。 

 
【本文】 
賞の名称：ポスターセッション 金賞 
受賞者：榎本 祐二（知能機械工学コース M2） 
発表題目：RBT によって形成された組織勾配を持つ A1070 の残留応力分布 
学会名：第 11 回日本金属学会東北支部研究発表大会 
受賞日：平成 24 年 12 月 13 日 

  



【掲載日】2012 年 12 月 27 日 

 
【学科別】地球環境学科 

 
【タイトル】 
『津波の勢い低減 工夫を 弘大 東北の研究者シンポ』 
（地球環境学科 佐藤教授） 

 
【本文】 
東奥日報 2012 年 12 月 27 日（木）20 面掲載 

  





【掲載日】2012 年 12 月 28 日 

 
【学科別】地球環境学科 

 
【タイトル】 
『弘前地域 異例の大雪なぜ？ 北寄りの風 雪雲が直撃』 
（地球環境学科 児玉准教授） 

 
【本文】 
東奥日報 2012 年 12 月 28 日（金）19 面掲載 






